


　商品を選ぶとき、安い商品や有名な商品を買うことが、
良い消費者とは限りません。
　商品を生産する人たちは、お客さんが買ってくれるもの
を開発し、生産しています。また、販売者も、どのような
販売の仕方をすれば商品が売れるか消費者の行動を研究し
て販売しています。このように、私たちの消費行動が生産
者や販売者の行動に影響を与えているのです。

SDGs（持続可能な開発目標）の 12 番目は
「つくる責任　つかう責任」
SDGｓとは Sustainable Development Goals の略で「持
続可能な開発目標」という意味です。2015 年 9 月の国連
総会で決められた 17 の目標のなかにも、貧困や飢餓、エネ
ルギー、気候変動、平和的社会などと併せて、「持続可能な
生産・消費形態確保」が掲げられています。

　私たちが安く買える商品を作るために、途上国の人たちが低賃金労働や
児童労働などをさせられている現実があります。「フェアトレード（公平
な貿易）」とは、そのような現状を改善し、労働者が経済的
に自立できるように、適正な価格で商品を売買する仕組みの
ことです。フェアトレード認証商品は市場価格より高めの場
合もありますが、購入することで途上国の人々の生活を助
け、環境保護にもつながります。

　農薬や化学肥料などの化学物質
に頼らないで、自然の力で生産され
た食品を表していて、農産物、加工
食品、飼料及び畜産
物に付けられてい
ます。

SDGs（持続可能な開発目標）と消費生活


